
～かけがえのない自己の人生に目を開き、

たくましく自己実現していく生徒の育成～
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離任式

令和４年度修了式 ○期日 令和５年３月３０日（金）
○日程

本日、３月2４日（金）をもって、 生徒登校 ８：３０
令和４年度の全ての教育課程が修 式 ９：２５～１０：２５
了しました。保護者の皆様の御支 一般生徒下校１１：００
援と御協力を得ながら、学校教育 最終下校 １５：００
目標である「刮目 ～刮目の生徒 ＊卒業生登校 ９：１０
・刮目の教師～かけがえのない自

己の人生に目を開き、たくましく 着任式・始業式
自己実現していく生徒」を目指し ○期日 令和５年４月１０日（月）
て、教職員と生徒が様々なことに ○日程
チャレンジしてきた１年が終わります。 生徒登校 ８：１０
本年度も新型コロナウイルス感染症対策等で教育 式 ８：４５～９：２０

活動の影響が予想されましたが様々な行事において 一般生徒下校 １１：００
予定どおり実施しました。どの行事も生徒が主体と 生徒最終下校 １１：３５
なった素晴らしいものになりました。これもひとえ ※部活動中止
に、保護者の皆様に御支援と御協力をいただいた結

果だと思っています。１年間、本当にありがとうご

ざいました。 ＤＲＥＡＭ！！夢があるから強くなる！
年度末には職員の異動もあり、学校の雰囲気も変

わると思いますが、来年度も本年度以上の成果が残 2002年～2008年まで、日

せるよう、学校の体制をしっかりと整え、気持ちを 本サッカー協会の会長を務め

新たに頑張っていきます。 た川淵三郎さんは、2005年

保護者の皆様には引き続き、本年度以上の御支援 の元旦に次のような夢を発表

と御協力をくださいますよう、お願いいたします。 しました。

「2050年までにワールドカ

（校長室に飾られている絵から） ップを日本で開催し、その大会で日本は優勝

する。」と。そして、こう言葉を続けました。

「ＤＲＥＡＭ！！夢があるから強くなる！ど

んな夢でも、動き始めなければ叶いません。

最大限の努力を受け継いでいけば、必ず夢は

叶うと、私はそう信じています。」と。

川淵氏がこの夢を発表してから日本サッカ

ーは、日本代表チーム・なでしこジャパン・

フットサル・ビーチサッ

カーに至るまで、あらゆ

る部門で世界に駒を進め

ています。これは、世界

でも類を見ない素晴らし

絵の意味については、各担任にお尋ねくだ い成果だということです。

さい。



川淵さんは、最後にこう結んでいます。「千里の道 各種大会結果
も一歩から。夢を夢で終わらせないために、それを

強く思い続けて一緒に夢を実現させましょう。」と。 ☆ソフトテニス部
そして、ついに2011年には、なでしこジャパンが 山武郡市中学校ソフトテニス団体選手権大会

ワールドカップで優勝し、2012年にロンドンで開

催されたオリンピックにも出場しました。これは、 男子団体戦
本当に素晴らしいことであり、まさに夢の実現とも 予選リ－グ
言えるのではないでしょうか。 対 東金北中学校 ３－０ 勝利
川淵さんは元サッカー選手で、東京オリンピック 対 増穂中学校 ３－０ 勝利

の日本代表選手でした。1993年のＪリーグ開幕式 対 大網中学校 １－２ 惜敗
に、初代チェアマンとして、国立競技場で次のよう 予選リ－グ惜敗
に開幕宣言をしています。「スポーツを愛する多くの

皆様に支えられまして、Ｊリーグは今日、ここに大 女子団体戦
きな夢の実現に向かって、その第一歩を踏み出しま 対 芝山中学校 １－２ 惜敗
す。」こうして、川淵さんは、新しくプロサッカーの 対 成東東中学校 ３－０
「Ｊリーグ」を立ち上げ、テーマ曲を取り入れたり、 予選リ－グ惜敗
「チェアマン」「サポーター」「ホーム＆アウェー」

等という新しい言葉を世の中に送り出しました。ど

れも夢の実現に向けた取り組みです。川淵さんの言 ☆野球部
葉は「あきらめずに挑戦していくことの大切さ」を 令和４年度春季南房総市・鋸南町中学校野球大会

教えてくれています。巣立った卒業生一人一人が大 嶺南中会場の部
きな夢をもち、その実現に向けて一生懸命に頑張っ

て欲しいと思っています。また、１・２年生も同じ 対 市原市立有秋中学校 ５－０ 勝利
です。中学生の子どもたちは、この先、さまざまな 対 南房総市立嶺南中学校・南房総市立
困難にぶつかることがあると思います。夢が叶うま 三芳中学校合同チ－ム
でには、時間もかかります。たくさんの努力も必要 １０－６ 勝利
です。途中でくじけそうになることもあるかも知れ

ません。そんなときには、川淵さんの「ＤＲＥＡＭ！！ 優勝
夢があるから強くなる！」という言葉を思い出して

欲しいと思います。

～参考資料：名言で語る校長講話 本年度も学校だより「刮目」をとおして、

（教育開発研究所）～ 学校行事や生徒の学校での様子・部活動や表

彰等、お知らせさせていただきましたが、い

令和４年度が終わりに近づき、間もなく令和５年度 かがだったでしょうか。３月３０日（木）、離

の１学期が始まります。１年生は中堅学年である２ 任式当日に発行する第５４号をもって本年度

年生に、２年生は最高学年である３年生に進級しま の最終号とさせていただきます。

す。生徒たちには、失敗を恐れず、夢や希望にむか

ってどんどん挑戦して欲しいと思います。今後の生 １年間御愛読ありがとうございました。

徒たちの一層の活躍を期待しています。


